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一般公開委員会委員長  常次 宏一 

 

東京大学柏キャンパスは例年、10 月後半の金曜日と土

曜日の 2 日間一般公開を実施しており、1 万人を超える来

場者に研究活動の成果を見て頂いております。令和 2 年度

は新型コロナウイルスの感染拡大に配慮してオンラインで

開催することとなり、各部局の都合に合わせて全体として

の開催期間は 10 月 17 日(土)から 31 日(土)の 15 日間と

しました。物性研究所では、ウェブ上に仮想現実(VR)空

間「バーチャル物性研」を構築してその中でポスターや動

画による実験・研究紹介のコンテンツ配信を行い、さらに

24 日(土)にはいくつかの動画・ライブ中継を行いました。

なお、オンライン開催となったため柏から離れたSPring-

8 の軌道放射物性研究施設の展示公開が今回はじめて可能

になりました。アクセス数は 24 日(土)の 1214 を最高と

して、15 日間全体では 3825 という過去数年の一般公開の

物性研究所への来所者平均を少し超える数字になりました。

このオンライン公開は東京大学の学内広報 no.1540(11 月

24 日)の表紙を飾り、広く成果が知られることになりまし

た。 

令和２年度 物性研究所一般公開の報告 
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 オンライン開催という未経験の形式において、どうすれ

ばうまく研究紹介ができるか議論を重ねました。例年の一

般公開では、来所者にはまず本館 1 階ロビーで受付を済ま

せて各展示室を訪問してもらいます。その雰囲気を出すた

めに VR 空間にバーチャル物性研を作りましたが、これは

大学院生が本館の構造を細部まで忠実になぞった労作です。

参加者は、一般公開のホームページのバナーをクリックし

て入ると物性犬のアバターになって仮想空間を動き回るこ

とができるようになり、バーチャル物性研の西南の入口か

ら入って階段を上がると 6 階大講義室の展示スペースへ導

かれる設計になっています。展示スペースはライブ配信す

る「サイエンスカフェ」などの各企画のコーナーに分けて、

参加者に動画やポスターなどの研究紹介を楽しんでいただ

きました。例年実施しているスタンプラリーも、この展示

スペースの 8 箇所でクイズに回答する形式で行い、景品と

して物性犬がデザインされた壁紙(PC 用とスマートフォ

ン用)をダウンロードしていただきました。 
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 今回のオンライン一般公開の特徴は動画配信を頑張って

行なったことですが、その企画内容は前ページのフライ

ヤー裏面にある通りです。デモ実験とある部分が、ライブ

配信による研究および施設紹介です。毎年恒例で多くの来

所者に好評を得ている施設見学では、国際超強磁場研究施

設と極限コヒーレント光科学研究センターに今回もご尽力

いただきました。冒頭でも触れましたが、今回始めて播磨

の SPring-8 に拠点を置く軌道放射物性研究施設の一般公 

開への参加がありました。ドローンによる施設の空撮動画

は迫力があり非常に印象的であり、研究者インタビュー

コーナーなど研究者を身近に感じさせる工夫が盛り込まれ

た緻密な企画でした。電子顕微鏡実験は素人離れした高い

完成度の構成に仕上げられ、公開した実験風景は視聴者を

魅了しました。強磁場施設公開は現場での長時間動画配信

に挑戦し、ライブならではの臨場感がネット上を大いに盛

り上げました。 

 

 

例年は 6 階ラウンジで開催しているサイエンスカフェも

ライブ配信で行い、機能物性研究グループの井上所員によ

るタンパク質についての面白いお話しがありました。鈴木

URA の企画のもと井上所員と実験室の永田助教の見事な

連携により進行し、さらに YouTube 配信へのコメントに

リアルタイムで回答するなど、例年と一味違った臨場感の

充実した企画となりました。サイエンスカフェの小型版と

して 15 分間のプチトークを 5 回配信し、所内の助教およ

び大学院生にご自身の研究につながる内容や研究生活につ

いて語っていただきました。これらは動画編集を駆使した

録画とライブ配信で実施されました。一般視聴者に研究内

容や研究者を身近に感じていただけるように各講演者は試

行錯誤を重ねて周到な準備を行い、面白かった！とのコメ

ントを多くの視聴者からいただきました。これらのライブ

企画の内容や見どころの告知として広報室と連携した

Twitter 配信を数十件行うことにより、時間帯に依らず多

くの方に視聴いただくことができました。講演者は以下の

方々です。(敬称略、括弧内研究室所属)

 

プチ学生カフェ化学編 亀山亮平（森）、高橋香南子（廣井） 

弱い磁石がだめなら超強い磁石をつかえばいい

じゃない 
今城周作（金道） 

水素を運ぶ有機物 

〜小さな分子のバケツリレー！〜 
出倉駿（森） 

物質を観る・識る・創る 矢島健（X 線） 

プチ学生カフェ物理編 Nan Tang（中辻）, 磯前貴央（中辻） 
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動画配信に加えて、例年の展示に近いやりかたでの常設

展示もウェブ上で実施しました。VR 空間の展示スペース

の各コーナーの壁にポスターやディスプレイが配置されて

いて、参加者のアバターが近づくとその中身の説明が始ま

ります。内容はムービーや対話型コンテンツも利用してオ

ンラインの利点を活かすように工夫されていました。ほと

んどの企画で外部発注に頼らず企画者自ら動画編集を行い

ましたが、当初の予想を大きく上回る力作が多数見られま

した。シミュレーション体験の展示や危険なため普段は公

開できない高圧・光・レーザー実験を間近で撮影した迫力

ある動画、ドローンによる爽快な空撮、タンパク質や有機

結晶の物性・育成過程に迫った心踊らされる動画など多数

のコンテンツが公開されました。スパコンの展示では、テ

レビゲームのプレイ画面を見ながら昨年新しく導入された

スパコンについての知識を得るという形式が印象に残って

います。常設展示の企画と実施研究室を以下にまとめます。 

 

物性科学とスーパーコンピュータ 尾崎研 

コンピューターでみる結晶と物性 尾崎研 

光で働くさまざまなタンパク質 井上研 

自作高強度レーザーの中身を覗いてみよう 板谷研 

オンライン高圧実験 上床研 

水滴と不思議な模様 小林研 

オンラインでレーザーを作ろう 小林研 

強磁場施設公開 オレらの 1 日 強磁場 

空から体験、スプリング 8！ 放射光 

結晶育成部屋 森研 

物性の起源を光で探る！ 近藤研・岡崎研 

データってどうなってるの 〜顕微鏡で見てみよう〜 近藤研・岡崎研 

‟力”カーシャッター 松永研 

物質の原理を解き明かせ！ 杉野研 
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バーチャル物性研入り口 展示スペース 

  

  

強磁場施設公開 空から体験 SPring-8！ 

  

  

フォートナイトで物性研スパコン室を再現してみた！ 

https://www.youtube.com/qyW43lJ_7m0 

結晶育成 TTF-TCNQ 
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また、一般公開に合わせて平成 22 年から開催されてい

る女子中高生向けリケジョイベント「未来をのぞこう！」

が、今回も物性研究所、新領域創成科学研究科、大気海洋

研究所の 3 部局合同でオンライン開催されました。新領域

の大谷准教授と蜂須賀特任講師による講演「ウィズコロナ

時代を支える新世代リケジョとは」や、実際に大学や社会

で活躍されている女性研究者のパネルトークが行われ、予

め参加者から集めた質問に関する回答も交えつつ研究生活

やキャリアについて紹介が行われました。物性研究所から

はリップマー研究室修士 1 年生の倉持さんがパネリストと

して登壇され、ご自身の経験などをお話されました。 

 以上のように、オンライン開催という新しい形式で試行

錯誤する点もありましたが、例年にも増して盛りだくさん

の企画を揃えることができました。各企画は活動制限の厳

しい環境のもと、暗中模索の立案にはじまり、感染リスク

に配慮しながらのリハーサル・撮影・編集の作業を経て完

成にこぎつけており、いずれも物性研究所の個性や力量を

存分に発揮した唯一無二の公開となっていました。スタン

プラリーではアンケートも合わせて実施しましたが、その

回答から判断すると、「難しい」というご意見もありまし

たが、多くの参加者の方々に楽しんでいただけたことがわ

かりました。例年の 10 月下旬の良い気候のもとキャンパ

スが地域住民や集団見学の中高生で賑わう雰囲気がなかっ

たのは残念ですが、一方では遠隔地の方々にも物性研究所

の研究や施設を知っていただけるよい機会にもなりました。

今回作成したウェブコンテンツは、今後の研究アウトリー

チや広報活動にも活用できることを期待しています。 

 最後に一般公開に関わってくださったすべての方に感謝

いたします。まず、一般公開に参加くださった皆様、およ

び素晴らしい企画を数多く実施してくださった所内関連研

究室の皆様に心よりお礼を申し上げます。企画および運営

実施に携わってくださった方々は、今回は特にオンライン

開催となったため、過去の経験の蓄積によって確立されて

いたルーチンが使えず、多くの作業手順を最初から立ち上

げる必要が生じ、量のみならず質的にも例年より大きな負

担をおかけすることになってしまいました。特に一般公開

委員会の実行部隊の中心となった若手を中心とした方々の

献身的な努力がなければ一般公開は実現できませんでした。

藤野委員は、企画、実施の両面で中心的な活躍をしてくだ

さいましたし、向井委員もそのサポートを頑張ってくださ

いました。副委員長の小林所員は VR 空間構築を提案して

くださり、研究室の学生の佐藤君、遠藤君、石塚君は膨大

なプログラミング作業を経て素晴らしいバーチャル物性研

に仕上げてくださいました。柏キャンパス紹介動画の物性

研究所の部分には近藤研究室博士 3 年生の野口君が出演し

てくださいました。ウェブコンテンツの作成、管理に加え、

告知ポスターの作成・配布手配など数多くの喫緊のスケ

ジュールにご対応くださった広報室の餅田氏と田場氏には

大変お世話になりました。24 日当日も進行状況に合わせ

てリアルタイムでコンテンツの更新に当たってくださいま

した。情報技術室の矢田氏はサーバーや放送機材の管理な

ど、様々なアクシデントに備えて準備し、当日もライブ配

信の設定、調整を行なってくださいました。膨れ上がる事

務作業では、緊急のお願いをした事務総務係の大平主任に

多大なサポートをいただきました。鈴木 URA にはオンラ

イン開催についての多くの助言をいただき、事務部の青木

事務長、三澤副事務長、矢口上席係長には実務全般を円滑

に進めてくださったことを感謝します。令和 3 年度の一般

公開がどのような形になるかは現時点でわかりませんが、

来年度委員長の小林所員を中心としてさらに素晴らしいも

のが実現することを信じております。 
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